
【「はばたけ群馬プラン」重点プロジェクト推進シート】　＜PJ2＞1

実績値
評価
区分 評価の考え方

評価
区分 評価の考え方

Ｈ22
Ｈ23
Ｈ24
Ｈ25
H26

Ｈ25
（前々年度）

H26
（前年度）

Ｈ27
（当年度）

１　高齢者の活躍への導入支援

(1)高齢者の活躍のきっかけづくり

■　高齢者に対する普及・啓発活動などを通じて、社会参加のためのきっかけづくりに努めます。

長寿社会づくり財団運営（社会参
加のきっかけづくり）

健康福祉部 介護高齢課

　シニア世代が自身にあった社会貢献等
の活動を行うことができるよう、様々な活
動メニューを提供する講座等を開催し、
社会参加のきっかけづくりを行う。
（シニア傾聴ボランティア育成支援事業、
シニアの社会生活支援講習会、ぐんま
ねんりんピック開催、元気・活躍シニア社
会参加活動支援事業など）

各種事業参加者数

Ｈ22 ： 2,553人
Ｈ23 ： 2,426人
Ｈ24 ： 2,823人
Ｈ25 ： 3,586人
Ｈ26 ： 3,054人

2,700人 2,700人 2,800人 9,646 10,051 9,601

シニア向け各種講座の開催　448人
アクティブシニア地域活動見本市　約
600人
全国健康福祉祭選手派遣　138人
ぐんまねんりんピック開催　1,868人

4

　長寿社会づくり財団は、明るく活力
ある社会づくりに向け、高齢者の生き
がいと健康づくり事業等を推進する中
核的組織である。より効果的な手法の
検討、市町村との連携強化を図りつ
つ、継続して事業に取り組む必要が
ある。

4

　高齢者が生きがいを持って健康に
暮らせるように、社会参加のきっかけ
づくりとなる事業であるため、継続。
　目標値となっている各種事業参加者
数については、H25年度からアクティ
ブシニア活動見本市を開始したことか
ら既に目標を達成しているが、さらに
参加者を増やし、高齢者の社会参加
が進むように、引き続き、事業内容を
工夫する必要がある。

■　ＮＰＯやボランティアなどの市民活動に関する相談に応じ、情報提供を行います。

ＮＰＯ・ボランティアサロンぐんま運
営

生活文化ス
ポーツ部

県民生活課

　特定非営利活動促進法の適正な施
行、ＮＰＯ・ボランティアに関する相談や
情報提供、団体の基盤強化を目的とした
セミナーなどを行い、市民活動を支援す
る。

サロンへの相談等件数（ＮＰ
Ｏやボランティアに関する電
話・来所相談）

Ｈ22 　1,665件
Ｈ23 　1,497件
Ｈ24　 1,441件
Ｈ25　 1,452件
Ｈ26 　1,479件
※Ｈ25より、日曜休館。

1,600件 1,600件 1,600件 7,300 7,300 7,280

　ＮＰＯ法人の運営や会計に関する相
談、ボランティア活動に関する相談等
を実施した。
　情報誌「ブリーサ」の発行(年2回)、Ｎ
ＰＯ関係者等を対象としたセミナー等
を開催することにより、情報発信や団
体の運営基盤の充実を図った。
　市町村に設置されている市民活動
支援センターに対し、セミナーやＮＰＯ
向け個別相談会等を通じてスキル
アップを図るとともに、情報交換会を
開催しスタッフ同士の交流を図り、連
携を強化した。

4

　ＮＰＯやボランティア等の市民活動を
支援する拠点である。各種相談やセミ
ナー開催等を通じて、団体の運営基
盤の充実等を図ることができた。
　ＮＰＯ法人の相談に常時対応できる
センターとして、運営や会計に関する
相談に対応し、セミナー等を開催する
ことで、市民活動を支援する。
　また、市町村市民活動支援センター
に対し、県域センターとしてスタッフの
スキルアップ等の支援を行っていく。

4

　市民活動の促進やＮＰＯ法人の運営
に係る相談、情報提供を行うため、継
続。
　県内ＮＰＯ支援の中核として、市町
村支援センターにノウハウを伝達する
ことで、市町村のレベルアップを図る。

地域福祉等推進特別支援（ぐんま
ボランティア・市民活動支援セン
ター運営）

健康福祉部 健康福祉課

　ボランティア活動等に関する相談・紹介
のほか、養成講座及び研修会の開催並
びに啓発・情報提供などを行い、ボラン
ティア活動等を全般的に支援する。

①市町村災害ボランティアセ
ンター設置訓練数
②県内ボランティア活動者
数
③ふれあいいきいきサロン
設置か所数

①Ｈ24年度 5箇所
　Ｈ25年度 5箇所
　
②Ｈ23.3.31現在：149,293人
　Ｈ24.3.31現在：177,064人
　Ｈ25.3.31現在：142,547人
　
③Ｈ23.3.31現在：1,745か所
　Ｈ24.3.31現在：1,879か所
  Ｈ25.3.31現在：1,986か所
  Ｈ26.3.31現在：2,058か所
　Ｈ27.3.31現在：2,082か所

①8か所
②184,000人
③2,000か所

①15か所
②222,000人
③2,150か所

①35か所
②300,000人
③2,500か所

11,870 12,414 12,482

　ボランティアセンターの運営を通し
て、ボランティアに関する相談、関係
機関の連携調整を行った。
　災害時のボランティアの調整等を行
う災害ボランティアセンターの設置訓
練を5カ所で実施した。
　身近な地域における居場所づくりと
して、「ふれあいいきいきサロン」の普
及啓発に努めた。

4

　昨年2月の雪害時には、既に災害ボ
ランティアセンター設置訓練を受けた
市町村社会福祉協議会を中心に、県
民支援に迅速に取り組んだ。今後も
震災等の災害が予想される中、災害
対応を含めたボランティアの重要性は
増している。また、地域のつながりが
薄れる中、身近な地域での居場所づく
りは地域福祉向上のため重要であ
る。
　以上のことから、継続して育成、普
及び啓発に努めていく。

4

　ボランティア活動を支援するため、ボ
ランティア活動のコーディネートやボラ
ンティアの養成･研修が重要であり継
続。

(2)高齢者が活躍できる社会づくりの普及啓発

■　高齢者が活躍できる社会づくりに関する県民意識の醸成を図ります。

長寿社会づくり財団運営（イベント
等による気運の醸成）

健康福祉部 介護高齢課

　元気な高齢者の活躍の場を提供する
様々なイベントを通して、明るく活力ある
長寿社会づくりに向けた気運を醸成す
る。（ぐんまときめきフェスティバル、長寿
社会・私のメッセージコンクール、情報誌
「ときめき群馬」発行など）

①ぐんまときめきフェスティ
バル参加者数

②長寿社会・私のメッセージ
コンクール応募者数

①
Ｈ22　： 1,000人
Ｈ23　： 1,685人
Ｈ24　： 1,879人
Ｈ25　： 1,791人
Ｈ26　： 2,427人
②
Ｈ22　： 911人
Ｈ23　： 746人
Ｈ24　： 708人
Ｈ25　： 719人
Ｈ26　： 709人

2,100人

960人

2,100人

960人

2,300人

1,000人

7,024 7,227 6,640

ぐんまときめきフェスティバルの開催
長寿社会・私のメッセージコンクール
の開催
情報誌「ときめき群馬」を年3回発行
（各回15,000部）

4

　団塊の世代が高齢期に差し掛かり、
本県は、県民の4人に1人が高齢者と
なった。明るい長寿社会の実現に向
けての気運の醸成や高齢化に関する
情報提供が一層重要になるため、今
後も継続して事業に取り組む必要が
ある。

4
　元気な高齢者が活躍できるイベント
等に、より高齢者が主体となって参画
できるような工夫をしながら、継続。

１　高齢者の活躍への導入支援　小計 36,992

※評価区分の凡例
　　1 ．廃止・休止・終了　2．縮小・一部廃止・統合　3．拡充　4．継続

Ｈ26
当初

（千円）

部局評価 財政課評価

成果(結果)を示す項目

目標値

予算額

事業の評価と改善の方向性（Ｈ28年度予算への対応）

個別事業名
（予算上の事業または事項）

新
規
／
再
掲

担当部局 担当課 個別事業概要

目標・指標

２　高齢者が活躍できる社会づくりプロジェクト

政策目標の概要（Ａ）

　高齢者がその大きな可能性や潜在力を発揮して、さまざまな分野において積極的に社会参加・社会貢献し、地域の「支え手」として活躍できるよう県全体で応援する社会づくりに取り組む。また、就労意欲の高い高齢者が、その働く意欲や能力を発揮できるよう支援する。

主
な
取
組

（
Ｂ

）

施
策

（
Ｃ

）

事
業

（
Ｄ

）

個別事業（Ｅ）
決算額

Ｈ２６事業結果
Ｈ27
当初

（千円）

Ｈ26
決算

（千円）



【「はばたけ群馬プラン」重点プロジェクト推進シート】　＜PJ2＞2

実績値
評価
区分 評価の考え方

評価
区分 評価の考え方

Ｈ22
Ｈ23
Ｈ24
Ｈ25
H26

Ｈ25
（前々年度）

H26
（前年度）

Ｈ27
（当年度）

※評価区分の凡例
　　1 ．廃止・休止・終了　2．縮小・一部廃止・統合　3．拡充　4．継続

Ｈ26
当初

（千円）

部局評価 財政課評価

成果(結果)を示す項目

目標値

予算額

事業の評価と改善の方向性（Ｈ28年度予算への対応）

個別事業名
（予算上の事業または事項）

新
規
／
再
掲

担当部局 担当課 個別事業概要

目標・指標主
な
取
組

（
Ｂ

）

施
策

（
Ｃ

）

事
業

（
Ｄ

）

個別事業（Ｅ）
決算額

Ｈ２６事業結果
Ｈ27
当初

（千円）

Ｈ26
決算

（千円）

 ２　高齢者の社会参加・社会貢献の促進

(1)高齢者の社会参加・社会貢献の支援

■　ボランティア活動などの実績を評価する仕組みとして「群馬はばたけ通帳（仮称）」制度の導入を検討するなど、高齢者の社会貢献を奨励し、意欲を持って活動に参加できるよう応援します。

「群馬はばたけポイント制度」推進 健康福祉部 介護高齢課

　高齢者の社会参加を推進するため、介
護保険制度を活用した、「介護支援ボラ
ンティアポイント制度」を基本的な枠組み
とした、本県独自の新たなボランティア制
度の仕組みを市町村とともに推進する。

実施市町村数

Ｈ24　1市
（制度運用初年度）
Ｈ25　2市（1市は単独）
Ｈ26　２市町

１０市町村 12市町村 １８市町村 248 631 190

　桐生市、伊勢崎市、館林市及び千
代田町へＨ26年度のポイント交換用ぐ
んまちゃんグッズを提供。
　桐生市、伊勢崎市、館林市及び千
代田町へポイント手帳と活動実績スタ
ンプを提供。

4

　Ｈ27年9月時点で6市町村が実施、
高齢者のボランティア活動に対する意
欲の向上に繋がっており、高齢者の
社会参加を推進するため継続。

4

　高齢者の社会貢献を奨励するととも
に介護予防を推進するための制度で
あり、継続。
　目標値である実施市町村数が目標
を大幅に下回っており、事業例を周知
するなどして、参加市町村数を増やす
必要がある。

　「ぐんまちょい得シニアパスポート
事業」推進

健康福祉部 介護高齢課

　高齢者が地域との交流を図りつつ、自
ら活動し続けるきっかけとするため、
「ちょい得キッズパスポート」のシニア版
を作成し高齢者の積極的な外出を促す
とともに、地域とのつながりの強化や健
康維持を図る。

協賛店舗数

H24 : 1,114店舗
（Ｈ25.1.15～制度開始）
H25 : 1,424店舗
Ｈ26：1,458店舗

2,200店舗 2,200店舗 3,000店舗 1,000 1,093 918

　ぐーちょきシニアパスポート協賛店
用のぼり旗の作成。
　県広報媒体を通じた、協賛店舗募集
広報。

4

　Ｈ26年度中にパスポート配布数が10
万枚を超え、元気高齢者の約4人に１
人が所有するところになっており、さら
に高齢者の社会参加促進、外出支援
による介護予防促進のため継続。

4

　高齢者の外出を促し、地域交流や
健康維持を図る事業であり、継続。
　協賛店舗数が伸び悩んでいるため、
未協賛店舗への働きかけ等、事業の
見直しが必要。

■　シニア就業支援センターにおいて、地域活動などに関する相談、情報提供を行います。

シニア就業支援センター運営 産業経済部 労働政策課

　中高年齢者の再就職や多様なニーズ
に対応した相談・情報提供の機能に加
え、職業紹介の実施によるワンストップ
サービス化を実現する。さらに、知識や
技能を活かしたい高年齢者とその能力
を必要とする企業をマッチングする事業
を実施する。

利用者数

Ｈ23：1,090人
Ｈ24：1,249人
Ｈ25：1,573人
Ｈ26：1,999人

990人 1,100人 1,200人 12,000 12,000 11,979

　(公財)群馬県長寿社会づくり財団に
委託し、再就職のための就職相談の
ほか、就農、起業、シルバー人材セン
ターなどの多様な働き方についての
相談情報提供を実施。
　H23年度からは中高年齢者向けの
職業紹介と高年齢者の能力活用事業
を実施している。
　就職決定者数：268人
　マッチング件数：16件

4

　中高年齢者の雇用については、引
き続き厳しい状況が続いており、中高
年向けに特化した求人情報を集積し、
きめ細かなカウンセリングを伴った職
業紹介を行う本事業は、継続の必要
性が高い。
　また、少子高齢化に伴う労働力人口
の減少に対応するため、高年齢者の
豊富な知識や経験を活用するための
支援も重要である。

4

　中高年齢者の就職支援・能力活用
に取り組む必要があるため、継続。
　企業側のニーズを的確に把握して
マッチング率の向上に努め、現状の体
制で、より効率的・効果的な支援・能
力活用が進められるよう、随時見直し
を行っていくこと。

(2)社会参加の情報提供システムの構築

■　高齢者が自分に合った活動に参加するための情報を容易に手に入れることができるように、学習、スポーツ、ボランティアなどさまざまな団体等の活動情報を提供するシステムを構築します。

ぐんま元気シニア応援ネット 健康福祉部 介護高齢課

　高齢者が自分にあった活動に参加す
るための情報を容易に手に入れることが
できるように、学習、スポーツ、ボランティ
ア、就業など、様々な団体等の活動情報
を提供するホームページを作成する。

年間アクセス数

Ｈ24 ： 1,987件
（Ｈ25.3.1～制度開始）
Ｈ25 ： 6,878件
Ｈ26 ： 7,204件

2,500件 2,500件 3,000件 - - -
　県ホームページを活用して、様々な
団体の活動情報や各種イベント・講演
会の開催情報等を提供した。

4

　高齢者の社会参加、社会貢献活動
等を促進するため、内容の充実を図
る必要がある。
　認知度向上のため長寿社会づくり財
団等関係団体の広報媒体との連携を
図る。

4

　高齢者が社会参加するための情報
提供は必要であることから継続。
　ただし、現状は各圏域の市町村、社
協ホームページへのリンク集であるこ
とから、利用者が増加するように内容
を工夫する必要がある。
　なお目標値が低すぎるため、次期計
画では見直しが必要。

２　高齢者の社会参加・社会貢献の促進　小計 13,724

 ３　高齢者の働く意欲や能力の活用支援

(1)高齢者の就労支援や技能の活用

■　シニア就業支援センターにおいて、高齢者の意欲と能力の発揮に向け、就労の支援をします。

 

シニア就業支援センター運営
再
掲

産業経済部 労働政策課

　中高年齢者の再就職や多様なニーズ
に対応した相談・情報提供の機能に加
え、職業紹介の実施によるワンストップ
サービス化を実現する。さらに、知識や
技能を活かしたい高年齢者とその能力
を必要とする企業をマッチングする事業
を実施する。

利用者数

Ｈ23：1,090人
Ｈ24：1,249人
Ｈ25：1,573人
Ｈ26：1,999人

990人 1,100人 1,200人 12,000 12,000 11,979

　(公財)群馬県長寿社会づくり財団に
委託し、再就職のための就職相談の
ほか、就農、起業、シルバー人材セン
ターなどの多様な働き方についての
相談情報提供を実施。
　H23年度からは中高年齢者向けの
職業紹介と高年齢者の能力活用事業
を実施している。
　就職決定者数：268人
　マッチング件数：16件

4

　中高年齢者の雇用については、引
き続き厳しい状況が続いており、中高
年向けに特化した求人情報を集積し、
きめ細かなカウンセリングを伴った職
業紹介を行う本事業は、継続の必要
性が高い。
　また、少子高齢化に伴う労働力人口
の減少に対応するため、高年齢者の
豊富な知識や経験を活用するための
支援も重要である。

4

　中高年齢者の就職支援・能力活用
に取り組む必要があるため、継続。
　企業側のニーズを的確に把握して
マッチング率の向上に努め、現状の体
制で、より効率的・効果的な支援・能
力活用が進められるよう、随時見直し
を行っていくこと。

■　高齢者に対して、シルバー人材センターにおいて地域に密着した仕事を提供することを促進します。

シルバー人材センター事業補助 産業経済部 労働政策課
　シルバー人材センター連合及びシル
バー人材センターの運営費等に助成す
る。

就業延人員（人日）

Ｈ23：886,699人日
Ｈ24：925,970人日
Ｈ25：940,373人日
Ｈ26：963,398人日

1,020,000人日 1,060,000人日 1,100,000人日 16,086 15,730 15,977

　高年齢者の就業を促進するため、群
馬県シルバー人材センター連合会本
部分及び拠点センター分（33団体）の
運営費補助金について、連合として指
定を受けている(公財)群馬県長寿社
会づくり財団へ交付した。

4

　少子高齢化の進展に伴う労働力人
口の減少に対応するため、高年齢者
に多様な就業機会を提供する本事業
の必要性は高い。

4

 高年齢者の就業機会の提供・能力活
用に取り組む必要があるため継続。
引き続き補助金の必要性・妥当性を
検証しながら、適切な執行に努めるこ
と。



【「はばたけ群馬プラン」重点プロジェクト推進シート】　＜PJ2＞3

実績値
評価
区分 評価の考え方

評価
区分 評価の考え方

Ｈ22
Ｈ23
Ｈ24
Ｈ25
H26

Ｈ25
（前々年度）

H26
（前年度）

Ｈ27
（当年度）

※評価区分の凡例
　　1 ．廃止・休止・終了　2．縮小・一部廃止・統合　3．拡充　4．継続

Ｈ26
当初

（千円）

部局評価 財政課評価

成果(結果)を示す項目

目標値

予算額

事業の評価と改善の方向性（Ｈ28年度予算への対応）

個別事業名
（予算上の事業または事項）

新
規
／
再
掲

担当部局 担当課 個別事業概要

目標・指標主
な
取
組

（
Ｂ

）

施
策

（
Ｃ

）

事
業

（
Ｄ

）

個別事業（Ｅ）
決算額

Ｈ２６事業結果
Ｈ27
当初

（千円）

Ｈ26
決算

（千円）

(2)定年帰農者等の支援

■　定年帰農者等の多様な人材の就農を促進するため、就農相談や研修会を開催するとともに、農林大学校等での技術習得に向けた支援により、円滑な就農を図ります。

農業者等研修（「ぐんま農業実践
学校」推進）

農政部 農林大学校

　定年帰農者やＩターン・Ｕターンによる
就農希望者等を対象に、農業の基礎的
な知識・技術についての実践的な研修を
行い円滑な就農を支援する。

ぐんま農業実践学校受講者
数

H22 152人
H23 156人
H24 135人
H25 152人
H26 137人

145人 145人 145人 3,570 3,485 3,436

　野菜、果樹、花きの就農希望者を対
象に実習を中心とした研修を開講し、
就農に向けた栽培技術の習得を図
り、あわせて資金や農地の確保につ
いて関係機関を連携した支援体制を
構築した。

4

　H26年度は地域校での定員割れも
あったため、目標を達成できなかった
が、修了生の約９割が地域の担い手
として活躍しており、本県農業を支え
る人材育成の拠点として本校が機能
していることから、今後も継続的な事
業実施が必要である。

4
　修了者の就農率も高いことから、今
後も効果的・効率的な研修に努めるこ
ととし、継続。

(3)高齢者農業者の活動支援

■　高齢農業者による、直売所、量販店内の直売スペース、学校給食等を活用した地産地消への取組を支援します。

農業者等研修（「ぐんま農業実践
学校」推進）

再
掲

農政部 農林大学校

　定年帰農者やＩターン・Ｕターンによる
就農希望者等を対象に、農業の基礎的
な知識・技術についての実践的な研修を
行い円滑な就農を支援する。

ぐんま農業実践学校受講者
数

H22 152人
H23 156人
H24 135人
H25 152人
H26 137人

145人 145人 145人 3,570 3,485 3,436

　野菜、果樹、花きの就農希望者を対
象に実習を中心とした研修を開講し、
就農に向けた栽培技術の習得を図
り、あわせて資金や農地の確保につ
いて関係機関を連携した支援体制を
構築した。

4

　H26年度は地域校での定員割れも
あったため、目標を達成できなかった
が、修了生の約９割が地域の担い手
として活躍しており、本県農業を支え
る人材育成の拠点として本校が機能
していることから、今後も継続的な事
業実施が必要である。

4
　修了者の就農率も高いことから、今
後も効果的・効率的な研修に努めるこ
ととし、継続。

３　高齢者の働く意欲や能力の活用支援　小計 34,700

 ４　高齢者の活躍を支える体制の整備

(1)社会参加・社会貢献の総合的な推進

■　高齢者の就労支援、生涯学習支援、生活支援などの各分野の施策を体系化し、高齢者の社会参加・社会貢献を総合的に促進します。

 

「ぐんま元気・活躍高齢者プラン」
の推進

健康福祉部 介護高齢課

　各部局が行う高齢者の就労支援、生
涯学習、健康づくり等の各分野の高齢者
関連施策を体系化したプランを策定し、
連携のうえ推進する。

プラン掲載事業目標値(17項
目）の現状比上昇件数の割
合

H24 59%
H25 81%

50% 70%

 100%

※最終年度
Ｈ26年度

5 5 －

  群馬県元気高齢者施策推進担当者
会議を開催し、元気高齢者施策の進
捗状況をとりまとめ、第2期プランを策
定した。

4

　関係部署が連携しながら掲げた目
標達成に向け、事業を実施する必要
がある。
　「第2期元気・活躍高齢者プラン」の
期間はＨ27年度からＨ29年度。

4
　高齢者が活躍できる社会の実現に
向け、継続。

(2)多様な分野における高齢者の活躍の推進

■　家庭・学校・企業等における「人づくり」などの多様な分野において、高齢者のマンパワーの効果的な活用を推進します。

 

シニア就業支援センター運営
再
掲

産業経済部 労働政策課

　中高年齢者の再就職や多様なニーズ
に対応した相談・情報提供の機能に加
え、職業紹介の実施によるワンストップ
サービス化を実現する。さらに、知識や
技能を活かしたい高年齢者とその能力
を必要とする企業をマッチングする事業
を実施する。

利用者数

Ｈ23：1,090人
Ｈ24：1,249人
Ｈ25：1,573人
Ｈ26：1,999人

990人 1,100人 1,200人 12,000 12,000 11,979

　(公財)群馬県長寿社会づくり財団に
委託し、再就職のための就職相談の
ほか、就農、起業、シルバー人材セン
ターなどの多様な働き方についての
相談情報提供を実施。
　H23年度からは中高年齢者向けの
職業紹介と高年齢者の能力活用事業
を実施している。
　就職決定者数：268人
　マッチング件数：16件

4

　中高年齢者の雇用については、引
き続き厳しい状況が続いており、中高
年向けに特化した求人情報を集積し、
きめ細かなカウンセリングを伴った職
業紹介を行う本事業は、継続の必要
性が高い。
　また、少子高齢化に伴う労働力人口
の減少に対応するため、高年齢者の
豊富な知識や経験を活用するための
支援も重要である。

4

　中高年齢者の就職支援・能力活用
に取り組む必要があるため、継続。
　企業側のニーズを的確に把握して
マッチング率の向上に努め、より効率
的・効果的な支援・能力活用が進めら
れるよう、随時見直しを行っていくこ
と。

シルバー人材センター事業補助
再
掲

産業経済部 労働政策課
　シルバー人材センター連合及びシル
バー人材センターの運営費等に助成す
る。

就業延人員（人日）

Ｈ23：886,699人日
Ｈ24：925,970人日
Ｈ25：940,373人日
Ｈ26：963,398人日

1,020,000人日 1,060,000人日 1,100,000人日 16,086 15,730 15,977

　高年齢者の就業を促進するため、群
馬県シルバー人材センター連合会本
部分及び拠点センター分（33団体）の
運営費補助金について、連合として指
定を受けている(公財)群馬県長寿社
会づくり財団へ交付した。

4

　少子高齢化の進展に伴う労働力人
口の減少に対応するため、高年齢者
に多様な就業機会を提供する本事業
の必要性は高い。

4

 高年齢者の就業機会の提供・能力活
用に取り組む必要があるため継続。
引き続き補助金の必要性・妥当性を
検証しながら、適切な執行に努めるこ
と。

４　高齢者の活躍を支える体制の整備　小計 27,735


